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(表)
被表彰者推薦書兼調書
	　

	　
	整理番号
	　
	　

	　
	被表彰者
	(ふりがな)
氏名
(団体名)
	
	

	
	
	生年月日
	年　　　　月　　　　日
	年齢
	歳
	

	
	
	住所
	　
	電話番号
	

	
	
	
	
	 　　 
	

	
	
	勤務先又は職業
	　
	

	
	行為内容
	行為種別
	　
	期間、期日又は回数
	　
	

	
	
	場所
	　
	

	
	
	功績等の概要
	　
	

	
	
	
	　
	

	
	
	
	　
	

	
	
	
	　
	

	
	
	
	　
	

	
	
	
	　
	

	
	
	
	　
	

	
	
	※
	　
	

	
	
	結果
審査
	　
	

	
	
	
	　
	

	
	推薦者の所見
	　
	

	
	
	　
	

	
	
	　
	

	　上記のとおり推薦します。
　　　　　年　　月　　日

住所　　　　　　　　　　　　
推薦者　電話　　　　　　　　　　　　
氏名　　　　　　　　　　　　
　武蔵村山市長　　　　殿


備考　1　在職期間、行為期間等は、具体的に記入してください。
　　　2　寄附については、品名又は金額(物品等は時価換算)を記入してください。
　　　3　※印欄は、記入しないでください。
(日本産業規格A列4番)

(裏)
親切行為種別の分類基準
	　
	種類
	内容

	1
	公共生活への貢献
	公共物の愛護、公衆道徳の普及、実践、公共の利益となる工夫、研究、その他公共社会、公共団体、学校、職場等のために尽くした行為

	2
	事故防止
	交通整理、水難防止、その他事故防止に尽くした行為

	3
	環境美化
	清掃美化、その他環境美化、環境衛生に尽くした行為

	4
	青少年指導
	子供会の指導、年少者の教育、補導、非行少年の善導等

	5
	社会福祉
	社会福祉施設又は不遇の人たちへの慰問激励･各種奉仕･金品の寄附、その他社会福祉に尽くした行為

	6
	隣人愛
	隣人、友人など特定の人に対する援助、徳行など

	7
	個人生活の徳行
	家庭又は親族間における徳行、個人的勤倹力行等で特に顕著なもの

	8
	防犯
	犯人逮捕への協力などで特に顕著なもの
	その他防犯、防火に尽くした行為





	9
	防火
	火災の発見、通報、消火で特に顕著なもの
	

	10
	人命救助
	人命の救助急看護などで特に顕著なもの

	11
	その他
	以上にあてはまらない親切な行為




